
基本点数　　※父母の合計点数が異なる場合は、いずれか低い方を合計点数とする。

月１４０時間以上の就労を常態とする場合 12

月１２０時間以上１４０時間未満の就労を常態とする場合 10

月８０時間以上１２０時間未満の就労を常態とする場合 8

月４８時間以上８０時間未満の就労を常態とする場合 7

月１４０時間以上の就労を常態とする場合 9

月１２０時間以上１４０時間未満の就労を常態とする場合 8

月８０時間以上１２０時間未満の就労を常態とする場合 7

月４８時間以上８０時間未満の就労を常態とする場合 6

月１４０時間以上の就学を常態とする場合 10

月１２０時間以上１４０時間未満の就学を常態とする場合 9

月８０時間以上１２０時間未満の就学を常態とする場合 8

月４８時間以上８０時間未満の就学を常態とする場合 7

出産のため保育ができない場合 10

入院 １か月以上の入院または入院見込み 12

常時臥床の場合 12

１か月以上の安静を要すると診断された場合または日常生活動作に支障をきたしている場合 8

上記以外で通院加療が必要な場合 7

「身体障害者手帳１～２級所持」、「精神障害者保健福祉手帳１～２級所持」、「療育手帳Ａ又は
Ａ所持」、介護保険の要介護度が３～５」のいずれかに該当する場合

12

「身体障害者手帳３級所持」、「精神障害者保健福祉手帳３級所持」、「療育手帳Ｂ又はＢ所
持」、介護保険の要介護度が１～２」のいずれかに該当する場合

10

週５日以上の付添看護（介護） 8

週４日の付添看護（介護） 7

週３日以下の付添看護（介護） 6

全介護の場合 9

一部介護の場合 6

上記以外で通院加療が必要な場合 4

「身体障害者手帳１～２級所持」、「精神障害者保健福祉手帳１～２級所持」、「療育手帳Ａ又は
Ａ所持」、介護保険の要介護度が３～５」のいずれかに該当する場合

9

「身体障害者手帳３級所持」、「精神障害者保健福祉手帳３級所持」、「療育手帳Ｂ又はＢ所
持」、介護保険の要介護度が１～２」のいずれかに該当する場合

6

求職活動中のため日中の外出を常態とする場合 3

災害により、復興活動を要するために保育ができない場合 12

虐待やＤＶの恐れがある場合（児童相談所等の証明が必要） 12

調整点数（重複可）

10

10

9

3

5

2

2

3

2

2

-2

2

1

同一点数時の優先順位の取扱い

1

2

3

4

5

6

善通寺市保育所利用調整点数表

産休・育休明け

生活保護世帯（就労が自立につながる場合）

ひとり親家庭（児童扶養手当・ひとり親家庭等医療の認定が必要）

多胎児である場合

居宅内

心身障害

疾病
・
障害

居宅外

居宅内

介護
・
看護

居宅外就労
自営業

内職

就労
（予定を
含む）

保育料算定年度の保育料算定者の合計所得が低い順

求職活動

災害

虐待・ＤＶ

児童福祉法による支援が必要な人（基本点数の「虐待・ＤＶ」との重複不可）

児童福祉法による支援が必要なおそれがある人（基本点数の「虐待・ＤＶ」との重複不可）

保護者が保育士等であり、保育施設で就労または就労予定である人

地域型保育事業の終了児童（連携施設に関する経過措置期間のみ）

前年度に保育所等を利用していた児童のうち、今年度の４月入所に係る利用調整の結果、転園や待機となった児童

その他児童福祉の観点から保育の必要性が高いと認められる場合

本人またはきょうだい児に保育料の滞納があり、納付相談や納付約束の履行をしない者

保護者が保育士等であり、保育施設での就労または就労予定である場合（市内勤務＞市外勤務）

第１希望施設の場合

在園児にきょうだい児がいる場合

当該施設の在園児にきょうだいがいる場合

ひとり親家庭である場合

就学

妊娠・出産

当該施設への希望順位が高い順

災害＞虐待・ＤＶ＞就労＞就学＞妊娠・出産＞介護＞育児休業＞求職活動


